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目白大学短期大学部学則 
 

 

   第１章 総 則 

 

（目 的） 

第１条 目白大学短期大学部（以下、「本学」という。）は、教育基本法及び建学の精神に基づき幅

広く深い教養並びに高度の専門の学芸をさずけ、秀れた見識と職業又は実際生活に必要な能力と

をそなえた女性を育成することを目的とする。 

 

（自己評価等） 

第２条 本学は、教育水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活

動等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は、別に定める。 

 

 

   第２章 学科、学生定員及び修業年限 

 

（学科及び学生定員） 

第３条 本学において設置する学科及びその学生定員は、次のとおりとする。 

学 科 入学定員 収容定員 

製 菓 学 科 ５５人 １１０人 

ビジネス社会学科 ７５人 １５０人 

歯 科 衛 生 学 科 ６０人 １８０人 

 

（学科の人材養成に係る目的） 

第３条の２ 前条に定める各学科の人材養成に係る目的は次の各号のとおりとする。 

（１）製菓学科は、製菓に関する専門的な知識・技術の習得を通して、観察力や創造力を有する感性

豊かな人材を養成する。 

（２）ビジネス社会学科は、ビジネス社会に求められる実践的知識・技術の習得を通して、ビジネス

に関する実務能力を有する有為な人材を養成する。 

（３）歯科衛生学科は、口腔衛生の専門職に求められる専門的な知識・技術の習得を通して、科学的

な判断力や実務能力を有する有為な人材を養成する。 

 

（卒業認定・学位授与等の方針） 

第３条の３ 本学は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方

針（カリキュラム・ポリシー）及び入学者の受入れ方針（アドミッション・ポリシー）を定める。 

２ 前項の方針に関する事項は、別に定める。 

 

（修業年限及び在学年限） 

第４条 本学の修業年限は、製菓学科及びビジネス社会学科においては２年、歯科衛生学科におい

ては３年とする。 

２ 学生は、製菓学科及びビジネス社会学科においては４年、歯科衛生学科においては５年を超え

て在学することはできない。 
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   第３章 学年、学期及び休業日 

 

（学 年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（学 期） 

第６条 学年を春学期と秋学期の２学期に分け、期間については、当該年度の学年暦において定め

る。 

 

（休業日） 

第７条 休業日は、次のとおりとする。 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（３）学園創立記念日（１１月１１日） 

（４）夏季休業、冬季休業、春季休業は当該年度の学年暦において定める。 

２ 教育上必要がある場合、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

４ 教育上必要がある場合、学長は、第１項各号に定める休業日を、授業日とすることができる。 

 

   第４章 入学、退学及び休学 

 

（入学の時期） 

第８条 入学の時期は、学年の始めとする。 

２ 前項の他にも、必要と認めた場合は、学期の区分に従い入学することができる。 

 

（入学資格） 

第９条 本学に入学することのできる者は、次の各号の１に該当する女性とする。 

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの 

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

（５）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降

に修了した者 

（６）文部科学大臣の指定した者 

（７）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規則に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（８）学校教育法第９０条第２項の規則により大学に入学した者であって、本学における教育を

受けるにふさわしい学力があると認められたもの 

（９）本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳に達したもの 

 

（入学の出願） 

第１０条 本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に検定料を添えて願い出なければならない。 

２ 提出の時期、方法、提出すべき書類等については、募集要項等に定める。 

 

（入学者の選考） 
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第１１条 前条の入学志願者については、所定の選考の後、教授会の議を経て、学長が合格を決定

する。 

 

（入学手続及び入学許可） 

第１２条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は所定の期日までに、誓約書その他本

学所定の書類を提出するとともに、所定の入学金等を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

 

（再入学） 

第１３条 本学に、再入学を志願する者があるときは、選考の上、教授会の議を経て、学長が相当

年次に入学を許可する。 

２ 前項の規定により再入学を許可された者の既に履修した授業科目及び既修得単位数の取扱い並

びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学長が決定する。 

３ 再入学について必要な事項は、別に定める。 

 

（退 学） 

第１４条 退学願を提出した者については、教授会の議を経て、学長が退学を許可する。 

 

（休 学） 

第１５条 疾病その他やむを得ない事情により、休学願を提出した者については、教授会の議を経

て、学長が休学を許可する。 

２ 疾病その他やむを得ない事情により、修学することが適当でないと認められる者については、

教授会の議を経て、学長は休学を命ずることができる。 

３  疾病等を事由とする休学願には、医師の診断書を添えなければならない。 

 

（休学の期間） 

第１６条 休学期間は、学期又は連続する２学期を単位とし、１年以内とする。ただし、特別の事

由がある場合は、引き続き１年を限度として延長を認めることができる。 

２ 休学の期間は、通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は、第４条２項の在学年限に算入しない。 

 

（復 学） 

第１７条 休学期間中にその事由が消滅し、復学願を提出した者については、教授会の議を経て、

学長が復学を許可する。 

２  ただし、休学者は学期の初めでなければ復学することができない。 

 

（除 籍） 

第１８条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。 

（１）第４条第２項に定める在学年限を超えた者 

（２）第１６条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

（３）授業料等の納入を怠り、督促してもなお納入しない者 

（４）長期間にわたり行方不明の者 

 

 

   第５章 教育課程 

 

（教育課程及び授業科目） 

第１９条 製菓学科は、授業科目を基礎教育科目及び専門教育科目に区分する。 

２ ビジネス社会学科は、授業科目を基礎教育科目及び専門教育科目に区分する。 

３ 歯科衛生学科は、授業科目を基礎教育科目及び専門教育科目に区分する。 

４ 製菓学科及びビジネス社会学科の基礎教育科目の履修方法及び単位数については別表第１、製菓

学科の専門教育科目の履修方法及び単位数については別表第２、ビジネス社会学科の専門教育科目の
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履修方法及び単位数については別表第３、歯科衛生学科の基礎教育科目、専門教育科目の履修方法及

び単位数については別表第４のとおりとする。 

 

（授業の方法及び単位数の計算方法） 

第２０条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 教育上有益と認める場合には、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を多様な

メディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得する単位数は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、３０

単位を超えないものとする。 

４ 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次の基準により計算するものとする。 

（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で、本学が別に定める時間の

授業をもって１単位とする。 

（２）実験、実習及び実技については、４５時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定

める授業科目については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

（３）卒業研究等における成果に対しても、その学修の成果を評価して単位を与えることができ

る。本学修と評価に関する事項は、別に定める。 

 

（単位の授与） 

第２１条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

２ 試験に関する事項は、別に定める。 

 

（学習成績の評価） 

第２２条 学習成績の評価は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｇをもって表し、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｇを合格、

Ｄを不合格とする。 

２ 評価に関する事項は、別に定める。 

 

（製菓衛生師コース） 

第２３条 製菓学科に製菓衛生師国家試験受験資格を取得のための製菓衛生師コースをおき、その

教育課程等に関し学則に定めのない事項については、別に定める。 

 

（歯科衛生士の資格取得） 

第２３条の２ 歯科衛生学科の歯科衛生士国家試験受験資格を取得するための教育課程等に関し、

学則に定めのない事項については、別に定める。 

 

 

   第６章 卒業等 

 

（卒業の要件） 

第２４条 本学を卒業するためには、学生は製菓学科及びビジネス社会学科においては２年以上、

歯科衛生学科においては３年以上在学し、所定の授業科目について製菓学科は６８単位以上、ビ

ジネス社会学科は６４単位以上、歯科衛生学科は１０３単位以上を修得しなければならない。 

 

（卒 業） 

第２５条 本学において、製菓学科及びビジネス社会学科は２年以上、歯科衛生学科は３年以上在

学し、前条の卒業要件を満たした者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

 

（学位授与） 
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第２６条 学長は、前条の規定により卒業を認定した者に対し、次に掲げる短期大学士の学位を授

与する。 

 

製 菓 学 科 短期大学士（生活科学） 

ビジネス社会学科 短期大学士（社会経済） 

歯 科 衛 生 学 科 短期大学士（歯科衛生学） 

 

（他の短期大学又は大学における授業科目の履修等） 

第２７条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学において履修した授

業科目について修得した単位を、３０単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。この場合修得した

ものとみなすことのできる単位数は、前項及び第２７条第２項の単位数と合わせて４５単位を超

えないものとする。 

 

（短期大学又は大学以外の教育施設等における学修） 

第２８条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科に

おける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単

位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項により修得したものとみなした単位数と

合わせて３０単位を超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第２９条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に短期大学又は大学において履

修した授業科目について修得した単位を、入学後の本学における授業科目の履修により修得した

ものとみなすことができる。 

２ 学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学における授業科目の履修とみな

し、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、転学等の場合を除き、

本学において修得した単位以外のものについては、合わせて３０単位を超えないものとする。 

 

 

   第７章 学生納付金等 

 

（学生納付金等の金額） 

第３０条 本学の検定料、入学金、授業料、施設設備費、実験実習費、製菓衛生師課程費及び休学

在籍料の金額は、別表第５のとおりとする。 

２ 外国人留学生、科目等履修生の入学金等については、別に定める。 

 

（学生納付金等の納期等） 

第３１条 学生納付金及びその他の納付金の納期等については別に定める。 

 

（退学、除籍及び停学の場合の授業料等） 

第３２条 学期の中途で退学しようとする者は、その期の授業料等を納付しなければならない。 

２ 除籍された者の当該期分の授業料等は徴収する。 

３ 停学期間中の授業料等は徴収する。 
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（休学の場合の授業料等） 

第３３条 休学を許可された者は、休学期間の休学在籍料を納付するものとし、他の授業料等の納

付は要しない。 

 

（学年の中途で卒業する場合の授業料等） 

第３４条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの当該期までの授業料等を納付し

なければならない。 

 

（納付した学生納付金等） 

第３５条 納付した検定料、入学金、授業料、施設設備費、実験実習費及び休学在籍料は、別に定

めのある場合を除き返還しない。ただし、所定の期日までに文書により、入学辞退の申出のあった

者の授業料、施設設備費及び実験実習費についてはこの限りではない。 

 

   第８章  組織及び事務局 

 

 （教職員組織）  

第３６条  本学に、次の教職員を置く。  

学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他必要な職員  

２  前項に規定するもののほか、学長の職務を補佐するため、副学長を置くことができる。  

 

（図書館） 

第３７条 本学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関する規則は、別に定める。 

 

（附属施設） 

第３８条 本学に、地域連携・研究推進センター及び高等教育研究所を置く。 

２ 地域連携・研究推進センター及び高等教育研究所に関する規則は、別に定める。 

 

（事務局）  

第３９条  本学に、事務局を置く。 

２  事務局に関する規則は、別に定める。  

 

 

   第９章  大学運営評議会、学部長等会議及び教授会 

 

（大学運営評議会、学部長等会議及び教授会）  

第４０条  本学に、重要な事項を審議するため、大学運営評議会、学部長等会議及び教授会を置く。 

２  大学運営評議会、学部長等会議及び教授会に関する規則は、別に定める。 

 

 

   第１０章 科目等履修生及び外国人留学生 

 

（科目等履修生） 

第４１条 本学の授業科目の履修を希望する者があるときは、本学の教育に支障のない限りにおい

て科目等履修生として履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生には、本学則第２１条及び第２２条の規定を準用して単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生に関して必要な事項は、別に定める。 
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（聴講生） 

第４１条の２ 本学の学生以外の者で一又は複数の授業科目の聴講を希望する者（以下「聴講生」

という。）があるときは、本学の教育に特に支障がない限り、選考の上、聴講生として入学を許

可する。 

２ 聴講生については、単位を認定しない。 

３ 聴講生について必要な事項は、別に定める。 

 

（外国人留学生） 

第４２条 外国人で、短期大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する

者があるときは選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生について必要な事項は、別に定める。 

 

 

   第１１章 賞 罰 

 

（表 彰） 

第４３条 学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の議を経て学長が表彰する。 

 

（懲 戒） 

第４４条 本学の学則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学・停学及び訓告とする。 

３ 前２項の懲戒に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   第１２章 補 則 

 

（学則の改廃） 

第４５条  この学則の改廃は、理事会の審議を経なければならない。 

 

附 則 

１ この学則は、昭和３８年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和３９年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５１年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５２年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５４年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５５年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５６年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５７年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５８年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和５９年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和６０年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

１ この学則は、昭和６３年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 元年４月１日から施行する。 
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１ この学則は、平成 ２年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ３年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ４年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ５年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ６年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ７年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ８年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成 ９年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 昭和６３年度から平成１２年度において収容定員は、第３条の規定にかかわらず次のとおりと

する。 

年 度 
昭和６３年度～ 

平成５年度  
平成６年度 平成７年度 

定 員 

学 科 
入学定員 
（人） 

収容定員
（人） 

入学定員 
（人） 

収容定員
（人） 

入学定員 
（人） 

収容定員
（人） 

英 語 英 文 科 ３２５ ６５０ ２９０ ６１５ ２９０ ５８０ 

国 語 国 文 科 ３１０ ６２０ ２６０ ５７０ ２６０ ５２０ 

生 活 科 学 科 ２３０ ４６０ ２１０ ４４０ ２１０ ４２０ 

計 ８６５ １,７３０ ７６０ １,６２５ ７６０ １,５２０ 

 

年 度 平成８年度 
平成９年度～ 

平成１１年度  

定 員 

学 科 
入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

英 語 英 文 科 ３１０ ６００ ３１０ ６２０ 

国 語 国 文 科 ２８０ ５４０ ２８０ ５６０ 

生 活 科 学 科 ２４０ ４５０ ２４０ ４８０ 

計 ８３０ １,５９０ ８３０ １,６６０ 

 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 平成１１年度以前の入学生については、第６条及び第３２条を除き、旧学則を適用する。 

３ 平成１２年度から平成１６年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず

次のとおりとする。 

 

年 度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 

定 員 

学 科 
入学定員 
(人) 

収容定員
(人) 

入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

英 語 英 文 科 ０ ３１０ ０ ０ ０ ０ 

国 語 国 文 科 ０ ２８０ ０ ０ ０ ０ 

言語表現学科 ３００ ３００ ２７０ ５７０ ２４０ ５１０ 

生 活 科 学 科 １８０ ４２０ １８０ ３６０ １８０ ３６０ 
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計 ４８０ １，３１０ ４５０ ９３０ ４２０ ８７０ 

 

年 度 平成１５年度 平成１６年度 

定 員 

学 科 
入学定員 
(人) 

収容定員
(人) 

入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

英 語 英 文 科 ０ ０ ０ ０ 

国 語 国 文 科 ０ ０ ０ ０ 

言語表現学科 ２１０ ４５０ １８０ ３９０ 

生 活 科 学 科 １８０ ３６０ １８０ ３６０ 

計 ３９０ ８１０ ３６０ ７５０ 

 

１ この学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ 第３２条及び第３３条の規定は、平成１４年度に限り、平成１３年度以前の入学者に対しては、

平成１３年度の学則を適用する。 

３ 平成１４年度から平成１６年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず

次のとおりとする。 

年 度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

定 員 

学 科 
入学定員 

(人) 
収容定員

(人) 
入学定員

(人) 
収容定員

(人) 
入学定員

(人) 
収容定員

(人) 

英 語 英 文 科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

言語表現学科 １００ ３７０ ７０ １７０ ７０ １４０ 

生 活 科 学 科 １２０ ３００ １２０ ２４０ ９０ ２１０ 

計 ２２０ ６７０ １９０ ４１０ １６０ ３５０ 

 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ 平成１５年度及び平成１６年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず

次のとおりとする。 

年 度 平成１５年度 平成１６年度 

定 員 

学 科 
入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

入学定員
(人) 

収容定員
(人) 

言語表現学科 ０ １００ ０ ０ 

生 活 科 学 科 １４０ ２６０ １１０ ２５０ 

子 ど も 学 科 ５０ ５０ ５０ １００ 

計 １９０ ４１０ １６０ ３５０ 

３ 前項の規定にかかわらず専攻科保育専攻の学生受入れは、平成１７年度より行う。 
１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１６年１０月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

２ 平成１７年度において生活科学科の入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず次の

とおりとする。 

年 度 平成１７年度 

定 員 

学 科 

入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生 活 科 学 科 １５０ ２６０ 
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１ この学則は、平成１８年１月１日から施行する。 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず次のとおりとする。 

年 度 平成１９年度 

定 員 

学 科 
入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生 活 科 学 科 １２０ ２７０ 

子 ど も 学 科 ０ ５０ 

製 菓 学 科 ８０ ８０ 

 
１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成２０年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず次のとおりとする。 

年 度 平成２０年度 

定 員 

学 科 
入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生 活 科 学 科 １２０ ２７０ 

製 菓 学 科 ８０ ８０ 

 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず次のとおりとする。 

年 度 平成２２年度 

定 員 

学 科 
入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生 活 科 学 科 ６０ １８０ 

製 菓 学 科 ８０ １６０ 

ビジネス社会学科 ６０ ６０ 

 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず、次のとおりとす

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この学則は、平成２５年１月１日から施行する。 

この学則は、平成２５年９月１日から施行する。 

年 度 平成２４年度 

     定 員 

学 科 

入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生活科学科 ８０ １４０ 

製菓学科 ８０ １６０ 

ビジネス社会学科 ６０ １２０ 
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この学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、別表第１～４については、平成 

２７年度以前に入学した者については、なお従前の例による。 

この学則は、平成２８年６月１日から施行する。 

この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、別表第１～４については、平成 

２８年度以前に入学した者については、なお従前の例による。 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成２９年度以前に入学した者に係

る別表第１～４の適用については、なお従前の例による。 

２ 平成３０年度において入学定員及び収容定員は、第３条規定にかかわらず次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ この学則は、２０１９年４月１日から施行する。ただし、２０１８年度以前に入学した者に係

る別表第１～４の適用については、なお従前の例による。 

２ 生活科学科は、第３条の規定にかかわらず、２０１９年３月３１日に当該学科に在籍する者が

当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ ２０１９年度及び２０２０年度において入学定員及び収容定員は、第３条の規定にかかわらず

次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ この学則は、２０２０年４月１日から施行する。 

２ ２０１９年度以前入学者についてはなお従前の例による。ただし、改正前の第３３条第２項及

び第３４条については、この限りではない。 

３ 前項にかかわらず、改正後の第１５条、第１６条、第１７条及び第３２条については、２０１

９年度以前入学者についても適用する。 

 

 この学則は、２０２１年４月１日から施行する。ただし、２０２０年度以前入学者についてはな

お従前の例による。 

 この学則は２０２２年４月１日から施行する。 

 

 この学則は、２０２３年４月１日から施行する。 

年 度 平成３０年度 

     定 員 

学 科 

入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生活科学科 ７５ １５５ 

製菓学科 ７０ １５０ 

ビジネス社会学科 ７５ １３５ 

年 度 ２０１９年度 ２０２０年度 

定 員 

学 科 
入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

入学定員 

（人） 

収容定員 

（人） 

生活科学科 ０ ７５ ０ ０ 

製菓学科 ５５ １２５ ５５ １１０ 

ビジネス社会学科 ７５ １５０ ７５ １５０ 

歯科衛生学科 ６０ ６０ ６０ １２０ 
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別表第１（第１９条関係） 

（１）基礎教育科目（製菓学科及びビジネス社会学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備  考 必
修 

選
択 

教 

養 

科 

目 

日本語表現Ⅰ 

日本語表現Ⅱ 

保健体育 

ライフマネジメント 

芸術と文化の理解 

現代社会の動き 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２  

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目 

ベ
ー
シ
ッ
ク 

セ
ミ
ナ-  

ベーシックセミナー 

ビジネスマナー 

１ 

１ 

１ 

２ 
 

 

職
業
と
生
活 

キャリアデザイン 

数的理解 

社会と人間関係 

ビジネス文書実務 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

自己表現とプレゼンテーション 

プレゼンテーション演習 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英語Ⅳ 

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー 

情報活用演習 

情報応用演習 

情報と社会 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

 

２ 

２ 

 

イ
ン
タ
ー
ン 

シ
ッ
プ 

インターンシップ（短期） 

インターンシップ（長期） 

１

１ 
 

２ 

３ 
 

実
践
・
実
習 

ボランティア 

スタディ・アブロード 

１ 

１ 
 

２ 

２ 
 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

基礎教育科目 

ビジネス社会学科      ２０単位以上 

製菓学科          １４単位以上 

１１ ３５  

４６ 
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別表第２（第１９条関係） 

（１）専門教育科目（製菓学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備 考 必
修 

選
択 

短
期
大
学
部
共
通
科
目 

ホスピタリティ 

簿記Ⅰ 

簿記Ⅱ 

小売業の知識 

ストアオペレーション 

マーチャンダイジング 

カラーコーディネート演習 

カラーコーディネート論 

秘書実務 

秘書学概論 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

製

菓

の

知

識 

※食品衛生学Ⅰ 

※栄養学 

※製菓理論Ⅰ（洋菓子） 

※製菓理論Ⅱ（和菓子） 

※製菓理論Ⅲ（製パン） 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製

菓

の

技

能 

※基礎実習Ⅰ（洋菓子） 

※基礎実習Ⅱ（和菓子） 

※基礎実習Ⅲ（製パン） 

※基礎実習Ⅳ（総合） 

※専門実習Ⅰ（洋菓子） 

※専門実習Ⅱ（和菓子） 

※専門実習Ⅲ（製パン） 

※専門実習Ⅳ（総合） 

※応用実習Ⅰ（洋菓子） 

応用実習Ⅱ（和菓子） 

応用実習Ⅲ（洋菓子） 

応用実習Ⅳ（和菓子） 

販売実践 

シュガークラフト実習 

ラッピング実習 

１ 

１ 

１ 

１ 

１

１

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

３ 

３ 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製菓衛生師コース以外

は１科目選択必修 

製菓衛生師コースは選択 

製
菓
衛
生
師 

※栄養学各論 

※公衆衛生学Ⅰ 

※公衆衛生学Ⅱ 

※食品学 

※食品学各論 

※食品衛生学Ⅱ 

※食品衛生学Ⅲ 

※食品衛生学Ⅳ（実験・実習） 

※衛生法規 

※製菓理論Ⅳ（総合） 

※社会 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

２ 

２

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

製菓衛生師コース

以外の者は履修不

可 
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セ
ミ
ナ
ー 

製菓学セミナーⅠ 

製菓学セミナーⅡ 

２ 

２ 

１ 

１ 
 

 

単位数計 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目 ４６単位以上 

自由選択科目  ８単位まで 

合  計  ５４単位以上 

２８ ５７ 
 

 

 ８５ 

製菓衛生師国家試験受験資格を得るには、※を付した科目をすべて履修し、単位を修得しなければなら

ない。 
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別表第３（第１９条関係） 

（１）専門教育科目（ビジネス社会学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備 考 必
修 

選
択 

短
期
大
学
部
共
通
科
目 

ホスピタリティ 

簿記Ⅰ 

簿記Ⅱ 

小売業の知識 

ストアオペレーション 

マーチャンダイジング 

カラーコーディネート演習 

カラーコーディネート論 

秘書実務 

秘書学概論 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

ビ
ジ
ネ
ス
社
会 

科
目 

ビジネス基礎演習 

チーム学習 

ジェンダーと職業 

女性の起業 

データ活用演習 

ビジネス社会セミナーⅠ 

ビジネス社会セミナーⅡ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

秘
書
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル 

フ
ィ
ー
ル
ド 

秘書演習Ⅰ 

秘書演習Ⅱ 

ビジネス・ゲーム 

企業のしくみ 

金融のしくみ 

ファイナンス基礎 

ファイナンシャルプランニングⅠ 

ファイナンシャルプランニングⅡ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

4フィールドから主専攻

を設定し、10 単位選択

必修する。ただし、秘

書・ファイナンシャル

フィールドを選択した

場合は、短期大学部共

通科目「秘書実務」及

び「秘書学概論」も算

入することができる。 

メ
デ
ィ
カ
ル
秘
書 

フ
ィ
ー
ル
ド 

メディカル秘書実務 

メディカル秘書概論 

メディカルスタッフ論 

医療報酬請求事務Ⅰ 

医療報酬請求事務Ⅱ 

医学と薬学の知識 

医事コンピュータⅠ 

医事コンピュータⅡ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 



Ｉ１０１（１６）  

授
業
科
目 

の 

区 

分 

授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 
備 考 

必
修 

選
択 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ
ビ
ジ
ネ
ス 

フ
ィ
ー
ル
ド 

ファッション販売の技術 

ファッション販売の知識 

ファッションビジネス論 

ファッションクリエイト 

ショッププランニング 

カフェプランニング 

カフェ実習 

カフェフードビジネス論 

カフェ商品企画実習 

マーケティング論 

ブランドと経営戦略 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

4フィールドから主専攻

を設定し、10 単位選択

必修する。ただし、秘

書・ファイナンシャル

フィールドを選択した

場合は、短期大学部共

通科目「秘書実習」及

び「秘書学概論」も算

入することができる。 
観
光
・
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル 

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド 

国内観光地を学ぶ 

国内観光プランニング 

国内旅行管理者演習 

旅をサポートするビジネス 

バンケット実務 

ホテルスタッフ演習 

ブライダルプロデュース演習 

ブライダル総論 

イベントプロデュース 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

単位数計 

 

＜卒業要件＞ 

専門教育科目 ３６単位以上 

自由選択科目  ８単位まで 

合  計  ４４単位以上 

６ 100 
 

１０６ 

 



Ｉ１０１（１７） 

別表第４（第１９条関係） 
（１）基礎教育科目及び専門教育科目（歯科衛生学科） 

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備 考 必
修 

選
択 

基
礎
教
育
科
目 

科学的思考

の基盤 

人間と生物 

情報演習 

保健体育 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

  

人間と生活 

ベーシックセミナー 

心理学 

英語 

歯科英語 

生命倫理学 

日本語表現 

ビジネスコミュニケーション 

キャリアデザイン 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

 

１ 

２ 

２ 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

 

２ 

１ 

専
門
教
育
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

人体の構造

と機能 

解剖学・組織発生学 

生理学 

生化学・栄養学 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 
 

歯・口腔の構

造と機能 

口腔解剖学 

口腔生理学 

口腔生化学 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

疾病の成り

立ち及び回

復過程の促

進 

病理学・口腔病理学 

微生物学・免疫学 

薬理学・歯科薬理学 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

歯・口腔の健

康と予防に

関わる人間

と社会の仕

組み 

衛生学・公衆衛生学 

口腔衛生学Ⅰ 

口腔衛生学Ⅱ 

保健情報統計学 

衛生行政・社会福祉 

地域歯科保健活動論 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 



Ｉ１０１（１８）  

授業科目 

の 区 分 
授 業 科 目 

配
当
年
次 

単位数 

備 考 

必
修 

選
択 

専
門
教
育
科
目 

専
門
科
目 

歯科衛生士

概論 
歯科衛生学総論 １ ２  

 

臨床歯科医

学 

臨床歯科総論 

歯科放射線学 

保存修復学・歯内療法学 

歯周病学 

歯科補綴学 

口腔外科学 

歯科矯正学 

小児歯科学 

高齢者・障害者歯科学 

口腔機能リハビリテーション学 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

歯科予防 

処置論 

歯科予防処置論 

歯科予防処置演習 

歯科予防処置実習Ⅰ 

歯科予防処置実習Ⅱ 

総合歯科予防処置論 

１ 

１ 

１ 

２ 

３ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

歯科保健 

指導論 

歯科保健指導論Ⅰ 

歯科保健指導実習Ⅰ 

歯科保健指導論Ⅱ 

歯科保健指導実習Ⅱ 

総合歯科保健指導論 

１ 

１ 

２ 

２ 

３ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 

歯科診療 

補助論 

歯科診療補助論Ⅰ 

歯科診療補助実習Ⅰ 

歯科診療補助論Ⅱ 

歯科診療補助実習Ⅱ 

総合歯科診療補助論 

１ 

１ 

２ 

２ 

３ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

臨地 

実習 

臨床・臨地実習Ⅰ 

臨床・臨地実習Ⅱ 

臨床・臨地実習Ⅲ 

２ 

３ 

３ 

９ 

９ 

２ 

 

専門発展科目 

医療コミュニケーション学 

在宅歯科衛生管理論 

医療福祉連携活動論 

歯科衛生セミナー 

２ 

３ 

３ 

３ 

１ 

 

１ 

 

 

１ 

 

２ 

単位数計 
 

＜卒業要件＞ 

基礎教育科目 １０単位以上 

専門教育科目 ８６単位以上 

合  計  １０３単位以上 

９６ ８ 
 

１０４ 

 
  



Ｉ１０１（１９） 

 
別表第５（第３０条関係） 

項   目   金   額（円） 

検  定  料 ３０,０００ 

入  学  金 ２５０,０００ 

授
業
料
（
年
額
） 

製菓学科 １～２年次生             ８４０，０００ 

ビジネス社会学科 １～２年次生             ８０４，０００ 

歯科衛生学科 １～３年次生             ８４０，０００ 

施

設

設

備

費

（
年
額
） 

製菓学科 ２８０，０００ 

ビジネス社会学科 ２８０，０００ 

歯科衛生学科 
１年次生               ２００，０００ 

２～３年次生              ３００,０００ 

実
験
実
習
費(

年

額) 

製菓学科 ９０，０００ 

歯科衛生学科 
１年次生                 ４０,０００ 

２～３年次生              １５０,０００ 

(学外実習に係る費用は除く) 

ビジネス社会学科 履修状況に応じて別途定める額 

製菓衛生師課程費 ７０,０００ 

休 学 在 籍 料（年額） １２０,０００ 

 

注）1  大学入学共通テスト利用選抜の検定料は「13,000円」とする。 

2  目白研心高等学校の校長推薦による本学入学に係る検定料は「15,000円」とする。 

3 過去に目白大学又は目白大学短期大学部に入学金を払い入学した者が、入学する際の入学金は、

「125,000円」とする。 

4 目白研心高等学校卒業生が入学する際の入学金は「125,000円」とする。 

5 歯科衛生学科の実験実習費のうち、学外実習に係る費用については、実習日数等に応じて別途

徴収する。 


